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中村さんがあめ細工を始めたのは15年

ほど前のこと。当時、守山市の銀座商

店街で菓子屋を営んでいたが、近くに

スーパーができたため、客足が遠のいて

しまった。そこで少しでもお菓子に興

味を持ってもらおうと、あめ細工を作る

ことを思いついた。「初めはあめ玉作り

のときにできる切れ端を渡していたので

すが、子供らの評判が良くなかったの

です」と中村さん。

しかし、あめ細工はすぐに評判となり店に

はたくさんの子供が集まるようになった。

そこで今度は出来上がったあめを渡す

だけでなく、自分たちで色を付けさせて

みたところ大喜び。

「子供たちは形を

作ったり色を塗った

りすることが大好

きなのだと分かりま

した」と中村さん。

さらにもっと多くの人

に知ってもらおうと商工会議所に相談し、

当時オープンしたばかりだった郊外型の

大型店「長浜楽市」で技を披露してみる

ことに。すると予想以上の反響で、これ

がきっかけとなり県内はもちろん、遠く

北海道からも出店依頼がくるようになっ

たという。

あめ細工で一番苦

労したことは道具

探し。たとえば、

細工の過程であめ

に空気を入れるこ

とがあるが、ちょ

うど良い道具が見

つからなかったの

である。

あめは約80度と

高温になるため、普通のストローで空気

を送り込もうとしてもすぐに溶けてしまう。

３年がかりでよう

やく熱に強い

ストローを見

つけ、さらに

空気を送り込

むポンプには病院の血圧の測定器を改

良することを思いついた。

百貨店やスーパーなどのイベント会場だ

けでなく、学校や保育園などからも引っ

張りだこの中村さん。現在は商店街の店

を閉めてあちこち移動する毎日だ。将来

の夢は「動くあめ屋さん」を実現すること。

「車で移動し、子供たちが手を上げたとこ

ろで気軽に体験させてあげたい」と話し

てくれた。１人でも多くの子供にもの作り

の楽しさを伝

えたいという。

取材日も次々

と子供たちが

集まってきてあ

め細工に見

入っていた。

「失敗したらおっちゃんが作ってあげる

から大丈夫！」。そんな中村さんの励ま

しに、子供たちが安心して挑戦する様子

が印象的だった。

「ものづくり世界一」の日本の将来が心配

な昨今、「今なら間に合う」と、少し希望

がわいてきた。　　　　　　　　　（取材・澤井）
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